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1. はじめに

がん対策において、データ利活用は不可

欠である。また、自治体においては県民への

情報公開が推奨されていることから効率的

に情報公開ができる仕組みが必要である。

これまでがん関連データの利活用において

は、Excelで表計算だけでなく視覚化や基本

的な分析を行っていたが、同じデータでも

用途が異なる Excel ファイルが多数保管さ

れている現状であった。これら大量のデー

タをリアルタイムで素早く集計、分析、アウ

トプットできる機能が必要と考え、BIツー

ル（Microsoft Power BI）を導入した。

2. BI ツール導入の取り組み

導入にあたっては、佐賀大学で操作マニ

ュアル、データの取り込みからレポートの

作成までの事例を作成している。例えば罹

患率を示す場合、佐賀県と全国値を合わせ

て表示することは多くの県で行われている

が、e-Statの関連データを取り込んでおく

ことで、佐賀県と特性（人口構成とか）が似

た他県と比較するなど、新たな視点での比

較可能となっている。取り組んだ事例の中

から佐賀県のがん情報サイト「がんポータ

ルさが」で公開することで、効率的な県民へ

の情報提供を行っている。 

3. 今後の展望と課題

罹患率や地域ごとの傾向を視覚的に把握

しやすくなっていることから、初めてがん

対策担当となった場合でも専門知識への抵

抗が軽減され業務に取り組めると推測する。

今後もデータが BI ツールに蓄積されるこ

とで経年変化の分析を通じて、施策の効果

を明確に評価できると考察するが、新規デ

ータや取り込むデータの形式や定義が変更

となった場合の対応は自治体担当者では困

難であるため、今後も大学と連携しつつ、組

織内での BIツール活用を促進し、職員の分

析スキル向上に取り組みたい。 

4. まとめ

BIツールの導入により、データの可視化

と分析が容易になり、新たな視点を得る可

能性が広がった。がん対策のように長期的

なデータ蓄積が求められる分野では、BIツ

ールの活用が特に有効である。（COI（無）） 
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